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A study of concerning medical qualification is prepared by relevant institutions for the examination of medical 

technologist so that the students might obtain the license on time of their school schedule. However, the 

instructors do not have enough time to give them extra lessons. Thus, we have ever developed the Web-learning 

system of medical engineering, so that the students might study it by themselves at their convenient time. The 

system readily ensures them to study and get better showing of it. Hereby, some students successfully used the 

system and the rather reluctant to it could obtain little record by its use. Thus, we tried to know the learning 

process of the students in order to find its effective use by the questionnaires about their attitude to the 

self-learning on their compensatory use of the present system. 
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1. はじめに 

医療系の大学や専門学校ではカリキュラムの大部分が国

家資格取得に直接関係のある科目で構成されている．学生

は卒業時に資格を取得できるように自主的な国家資格試験

(以下，国家試験)の受験勉強を行うが，卒業研究や臨地実習

など通常のカリキュラムと並行するので，優先度が低くな

りがちである．このため多くの学校では様々な資格試験対

策を行うが，教員が研究・講義・実習などと並行して，十

分な受験指導を行うことは困難である．臨床検査技師の国

家資格試験は電気電子工学，情報科学，検査機器学を統合

的に学習する医用工学概論を含むが，受験科目の中で唯一

の工学系科目なので，学生の苦手意識に加えて専任教員の

不足という問題がある．そこで，学生の空き時間を有効に

利用して国家試験対策の他，専門的な単語やポイントの学

習を支援するために，医用工学 Web-Learning システム(以

下，本システム)を独自開発し，その利用による学習効果を

確認してきた(1)(2)．本システムの利用により，教科書や問題

集に比べて手軽に学習でき，成績向上効果も確認されてい

る．しかしながら,当該科目に対する苦手意識などの理由に

より，すべての学生が利用している訳ではないので，まだ

十分に活用されているとは言いがたい．そこで，本研究で

は通常の資格試験対策と相補的に本システムを用いた場合

の学生の利用状況について確認し，学習に対する意識調査

を行ってシステムの有効な利用法について検討する． 

2. Web-Learning システムを利用した国家試験対

策の実施 

〈2･1〉 国家試験対策の概要  国家試験は一般に資格

取得者が一定以上の能力水準を保証するために，出題範囲

と合格基準を適正に定めている．このため過去 5 年間の試

験で出題された問題(以下，過去問)について学習すれば，該

当する資格試験の試験範囲を 7～8 割程度網羅し，また重要

事項ほど出題傾向の高いので，短期間で合格水準に達する

手法として広く行われている．したがって，国家試験を受

験する学生にはこれを繰り返すように指導するが，即座に
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開始できなかったり，出題パターンや出題領域に馴染むま

では能率的に学習勉強を進められなかったり，学習ペース

を維持できない場合が尐なくない．それゆえ，東京医科歯

科大学医学部保健衛生学科検査技術学専攻(以下，本学)では

第 4 学年の後期に，国家試験に目的を限定して自己学習を

促すために，出題頻度の高い知識を補うための試験対策の

補講を行っている．  

〈2･2〉 Web-Learning システムを利用した補講 

本システムは，インターネット環境を利用して過去問を 1

問ずつ提示し，学生が回答後，自動的に１問ごとの正答と

解説を提示するシステムで，特別なソフトウェアをインス

トールすることなく利用できる．このシステムにより，教

科書や問題集を用いるよりも手軽に学習でき，学習後の有

意な成績向上が確認されている(1)(2)．また学生が自分のペー

スで学習できるので，成果の上がっていない学生にあわせ

た 1 コマ(1.5 時間)の補講を受ける以上の学習効果が期待さ

れる．そこで，国家試験対策の一環として本学の 4 年生(以

下，MT4)に本システムを用いてすべての問題に回答するよ

うに指導した．システムに登録されている全問題数 290 問

に対して，正答を得た問題の割合が 100%となる場合を完遂

とみなし，医用工学分野の補講を免除するという条件を設

定した．なおサーバ負荷の軽減と明確な学習効果の確認の

ために，MT4 の学生 30 名を 15 名ずつ A と B の 2 つのグ

ループに分け，それぞれ同じ期間(45 日ずつ)に本システム 

 

図 1 Web-Learning システムの使用説明書 

Fig. 1 Guidance for Web-Learning system 

を利用するように指定した． 

このとき Fig.1 に示すような，接続 URL やログイン方法な

ど一連の使用法を簡潔にまとめた使用説明書を配布した． 

 

3.  Web-Learning システムの利用状況 

〈3･1〉 本学におけるシステム利用の学習進行状況 

 2009 年 10 月 1 日を第 1 日として，本システムに登録し

た 290 問のすべてに正答し，到達度が 100%になった完遂者

の数を経過日数ごとに Fig.2 に示す．30 名中 22 名が完遂し

た．しかしながら A グループで設定した期間を守ったのは

1 名だけであり，残りの学生は B グループの期間中にシス

テムを利用した．また，B グループの学生が 1 名，A グル

ープの期間に本システムを利用した．この 2 名を除き 19 名

が補講日前の 10 日間以内で完遂しており，1 名が補講日後

に完遂した．このことから，大部分の学生の主目的は補講

の出席免除であり，国家試験対策は副目的として利用した

可能性が示唆された． 

一方，学生の自由意志で利用した 2008 年度は学生 26 名

中 16 名が完遂しており(1)(2)，2009 年度は Fig.3 に示すよう

に完遂した学生の割合は向上した．これらのことから，国

家試験対策の目的だけでなく，1～2 ヶ月のうちにいくつか

の選択肢の中で，比較的労力が尐なくても実現可能なこと

が明示されるような条件設定がシステム利用率を向上する

ために有効であることが示唆された． 
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図 2 学生(MT4)の学習進行状況 

Fig.2 Learning process of students (MT4) by 

Web-Learning system 

 

〈3･2〉 他大学も含めた学部 4 年生のシステム利用状況 

MT4は 2009年度は 2008年度と比較して完遂した学生の

割合が向上した．一部の学生については完遂できていなか

った．また，本システムには文京学院大学保健医療技術学

部臨床検査学科(以下，文京学院大)の学部 2,3,4 年生および

埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科(以下，埼玉県

立大)の 2,4 年生も登録している．いずれの大学においても

特に学部 4 年生の利用率は低迷している．この利用状況を

Table 1 に示す．文京学院大および埼玉県立大の学部 4 年生

は完遂者 0 人であり，試みに利用してみたという学生が数
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人程度にとどまっていることがわかる． 
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図 3 Web-learning の課題を完遂した 

年度別学生数(MT4)の変化 

Fig.3. Numbers of annual students (MT4) who 

completely performed the subjects given by 

Web-learning system 

 

表 1 学部 4 年生のシステム利用状況 

Table 1. Utilization by the 4th-year students 

at the universities 

学校名 登録数 完遂者数 利用者数 

東京医科歯科大 30 22 29 

文京学院大 84 0 1 

埼玉県立大 39 0 7 

 

4. Web-Learning システムを利用しない学生の意

識調査 

本学，文京学院大，埼玉県立大の 3 校で本システムを利

用しなかった学生に，アンケートによる意識調査を行った．

アンケートは本システムに登録してあるすべての学生に配

布し，用紙あるいは専用 Web ページによって回答を得た．

アンケートの内容は Table 2 に示すとおりである．本研究で

は，国家試験対策を念頭に置いているので，得られた回答

のうち，学部 4 年生からの回答を集計した．これを Figs.4

～5 に示す． 

完遂しなかった理由として最も多かったのは「システム

があることを知らなかった(忘れていた)」というもので，次

いで「他の分野の勉強が忙しい」「問題が難しい」「国家資

格試験で医用工学での得点はあきらめている」など医用工

学の学習自体に意欲を感じられない意見の他，尐数意見と

して「問題集で勉強している」「PC の画面を見続けると疲

れる」など PC での学習に否定的な意見もあった．また，「ア

ルバイトが忙しい」「遊ぶ時間が多い」「国家試験勉強をま

だ始めていない」などの他，「就職活動中で勉強が手につか

ない」などの意見もあり，国家試験の受験準備自体に否定

的な意識を感じられる意見も見受けられた． 

 また，国家試験の医用工学分野は 200 点満点中 12 点の配 

表 2 アンケートの内容 

Table 2 Questionnaires 

１．あなたは Web-Learning システムを利用しましたか． 

 

① 達成率 100%に到達するまで利用した． 

 → ２の設問はとばしてください． 

② ある程度高い達成率まで到達した． 

 → ２の設問にお答えください． 

③ 試しに利用だけはしてみた． 

 → ２の設問にお答えください． 

④ 全く利用しなかった．   

 → ２の設問にお答えください． 

 

２．達成率 100%まで利用しなかった理由としてあてはまる

ものを全てお答えください． 

 システムがあることを知らなかった(忘れていた)． 

 システムが使いづらかった． 

 自宅に PC 用のインターネット環境がなかった． 

 問題集で勉強しており，Web-Learning は不要と考え

た． 

 他の分野の勉強が忙しくて医用工学分野の勉強をす

る時間がなかった． 

 アルバイトが忙しくて医用工学分野の勉強をする時

間がなかった． 

 遊ぶ時間が多くて医用工学分野の勉強をする時間が

なかった． 

 問題が難しくてやる気が起きなかった． 

 PC の画面を見続けると疲れるので，長時間勉強でき

なかった． 

 類似の問題が多く，100%の達成率を目指す意味がな

いと感じた． 

 国家資格試験で医用工学での得点はあきらめてい

る． 

 国家資格取得を希望していない． 

 国家資格取得に勉強は不要と考えている． 

 国家試験勉強をまだ始めていない． 

 その他具体的にご記入ください． 

 

３．国家試験における医用工学概論の配点は 12 点ですが，

本番でどの程度の得点を取れると考えていますか． 

 

① 12～10 点 

②  9～ 7 点 

③  6～ 4 点 

④  3 点以下 

 

４．本番で自分の国家試験の合格可能性はどれくらいある

と思いますか． 

 

① 100% 

②  80%以上 

③  50%以上 

④  50%未満 

 

点であるが，本番の受験で 3 割から 5 割程度の 4～6 点取れ

るのではないかと期待する学生がもっとも多く，ついで 6

割から 8割程度の 7～9点取れるのではないかという期待が

多かった．医用工学分野の得点予想が低いほど，自分の国

家試験の合格可能性に対する意識は低く，医用工学分野に

対する苦手意識よりも国家試験に対する自信が尐ないこと

を示唆している． 
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図 4 自己学習で Web-learning システムを使わない理由 

Fig. 4. Reason for the self-study without 

Web-learning system 
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図 5 国家資格試験での医用工学分野での得点と 

合格率の予想 

Fig.5 Expectation of success in the state 

examination of certification related the score of 

medical engineering. 

5. 考察 

本システムはインターネットを閲覧可能な環境があれ

ば，どこにいても医用工学分野の学習ができるシステムで

ある．国家試験対策は過去問を完全に解答できることが合

格するための第一歩である．したがって，自らの学習状況

を把握しながら，学生が自立的に学習可能な本システムは

有用である．また，国家試験対策の補講出席免除という選

択肢により，システムを完遂する学生の割合が向上したこ

とは興味深いことであった. 

 本研究で行った試みから以下の点が示唆される． 

 本システムの利用について長期的な告知は忘れてしま

う可能性が大きいことがアンケートの結果より示され

たので，利用推奨時期の直前に告知するべきである． 

 本システムをやり遂げることによる長期的な成績向上

効果自体よりも短期的に有利になるような選択肢を与

えることで利用率の向上が期待できる． 

 医用工学分野に対するあきらめがあり，場合によって

は国家試験で点数を取れなくても良いと考えている．

これは他の科目の得点で，点数の不足分を補填できる

ことを期待していると考えられる．その一方で，医用

工学分野で得点する自信がない学生は，国家試験の合

格についても不安をもっており，他の科目についても

学習が不足していることが示唆される．  

 

ところで本研究で行ったアンケートでは，国家試験対策

に注目したので 4 年生のデータのみを示した．この他にも，

文京学院大の 2，3 年生と埼玉県立大の 2 年生からも回答を

得ている．これらの学生の一部から「システムにログイン

できないので利用をあきらめた」という回答を得た．この

回答にもとづいてアクセスログを解析した結果，ID とログ

インパスワードについて以下の点が示唆された． 

 ID およびパスワードとして初期設定した学籍番号の

大文字を小文字として入力している． 

 パスワードは初期設定に依らず自分が他のシステムで

常用しているものを使用する場合がある． 

 全角文字で入力している． 

これらから，一部の学生は PC を使い慣れておらず，入力

する文字種の切り替えは，アプリケーションソフトに依存

している可能性が示唆された．サーバ上で動作する CGI か

らの PC 制御は現実的ではないので，これに対忚する手段と

して，使用説明書の注意書などによる検討も必要である． 

6. おわりに 

現在，計画的に国家試験対策を遂行し，自力で合格まで

到達できる学生は学年ごとに 1～2 名であり，大部分は教員

による支援・指導を必要とする．本来国家資格は個人に帰

属するものであり，本学の大学院大学という性格上，この

指導に時間を割くのは本末転倒である． 

 Web-learning システムは学生の空き時間を活用し，進行

状況を教員が容易に把握可能なので，学生に対する指導時

間を削減しつつ，効果的な指導が可能になる． 

本研究により，学生が国家試験受験に臨む意識が明確に

なったので，これに基づくシステム活用方法を継続的に検

討していく必要がある． 
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